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資料 10 職業生活支援実施記録票サンプル 

職業生活支援実施記録票 

訓練課題 スケジュール管理 

実施日 ○○年○月○日（○） 

受講者 ○○○○、△△△△、□□□□ 

実施者 ●●●●、▲▲▲▲ 

目標・ねらい 
① 訓練開始前の行動について理解する 

② 訓練終了後の行動について理解する 

教材等 ホワイトボード、生活チェック表、１日のまとめ、原因対策票 

所要時間 90 分 

 

 指導項目 

実施内容 
前回の復習・訓練開始前に行うこと・訓練終了後に行うこと 

※ 詳細は指導案参照 

結果 

＜訓練開始前までに行うこと＞ 

・ 訓練開始前までのスケジュールについて確認したところ、「時間がな

い（足りない）」との意見も出たため、出勤時間についても確認。8:30

には出勤できるよう促しを行った。 

 

 

   

＜生活チェック表の提出について＞ 

・ まず悪い見本を職員が行い、気づいた点について意見を求めたとこ

ろ、積極的に発言する事ができていた。   

・ 訓練生が発表した意見を取り入れ、再度職員が実施し見本を示し

た。  

・ その後、訓練生一人一人にロールプレイを行ってもらい、他の訓練

生のよかった点について発表してもらった。   

    

＜その他＞ 

・ 全体を通して、意見を求めた際には思っている事を率直に話すこと

ができていた。  

・ 知らなかったこと、実行していることと違う事を指摘した際、落ち込ん

だり、自分を責める傾向が見られるが、本人が安心できる言葉掛け

を行うと気持ちが切り替えられ、落ち着いて話を聞くことができる様

子であった。 

 

 

 

・ 課業開始前、電気をつけていない状態で待機していたため、「暗くあ

りませんか？」と声を掛けるとハッとした様子で数名の訓練生が電

気をつけていた。教室が変わった際でも電気をつけるよう指導。  
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